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図 4 縦横表示のみでの見え方 
図 5 設定した授業段階
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表 1 本研究における授業実践までの既習事項 
時間 授業 学習内容 
１ 情報伝達の工夫と情報処理の仕組み デジタルとアナログの違い・情報伝達の仕組み 
１ 情報処理とコンピュータの構成 情報処理の４要素・コンピュータデバイスの構成 
１ コンピュータを用いた情報処理 LEDの点灯方法・プログラムエディタの使い方 
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2. 調査期間及び調査対象
 2015 年 11月中旬に実施された 1時間の授業を研究対象とした。後期の授業が開始されて約１ヶ






























表 2 各群の人数及び割合 
（N=52）
 上位群 中位群 下位群 
人数（人） 12 36 4 
割合（％） 23.1 69.2 7.7 
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表 3 身体動作によるプログラム支援導入前後の 1分あたりの操作数平均 
 導入前経過時間(分)  導入後経過時間(分) 
群 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11  1 2 3 4 5 6 7 8 
上位群 2.75 5.00 3.36 5.45 4.45 2.82 3.33 4.92 3.67 5.17 1.08  1.80 3.82 5.00 4.08 3.58 3.92 2.67 2.25 
中位群 2.91 3.14 3.82 3.68 4.49 3.37 3.51 2.66 3.77 3.08 0.31  1.95 5.80 5.83 3.44 3.92 3.81 3.69 2.58 
下位群 3.00 2.50 2.25 2.00 2.50 4.25 2.50 4.00 0.75 1.50 0.25  2.50 3.25 3.50 3.75 3.25 2.25 4.25 3.50 
単位：回 
図 8 身体動作によるプログラム支援導入前後の 1分あたりの操作数平均



























表 4 身体動作によるプログラム支援導入前後の比較 
(N=52)
群 導入前平均(回) 導入後平均(回) ｔ値  
上位群 3.89 3.44 t (11)=0.63 n.s. 
中位群 3.05 3.99 t (35)=3.88 * 
下位群 2.21 3.25 t (3) =1.27 n.s. 
*p<.05，**p<.10，n.s.：非有意 
表 5 身体動作によるプログラム支援導入前後の 1分あたりのアップロード数平均 
 導入前  導入後 
経過時間(分) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11  1 2 3 4 5 6 7 8 
上位群 0.25 0.71 0.45 1.18 1.55 0.82 0.58 1.08 1.25 0.83 0.50  1.75 1.45 1.00 0.92 1.08 0.75 0.83 0.50 
中位群 0.18 0.59 0.86 0.74 0.89 1.03 0.94 1.00 1.31 1.19 0.19  0.41 1.00 1.17 0.89 1.06 1.03 0.92 0.97 
下位群 0.00 1.00 0.50 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 0.50 0.75 0.00  0.00 0.50 0.50 1.00 0.75 1.00 0.50 0.50 
単位：回 
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表 6 身体動作によるプログラム支援導入前後の比較 
(N=52)
群 導入前平均(回) 導入後平均(回) ｔ値  
上位群 0.90 0.94 t (11)=0.35 n.s. 
中位群 0.83 0.95 t (35)=1.24 n.s. 
下位群 0.70 0.64 t (3) =0.21 n.s. 
*p<.05，**p<.10，n.s.：非有意 
図 9 身体動作によるプログラム支援導入前後の 1分あたりの操作数平均
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表 7 上位群抽出被調査者のプログラミングの特徴 
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表 8 中位群抽出被調査者のプログラミングの特徴 
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表 9 下位群抽出被調査者のプログラミングの特徴 
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